


実験
消耗品 製品番号
Fisher Scientific™ HPLC グレード 水 W/0106/17

Fisher Scientific HPLC グレード メタノール M/4056/17

Fisher Scientific HPLCグレード アセトニトリル A/0626/17

Thermo Scientific Premium Autosampler Vial Convenience Kit（コンビニエンスキット） A4954-010

標準試料溶液
それぞれの標準試料をメタノールに溶解し1 mg/mLにして標準試料原液調製。それぞれの標準試料原液を
200 µLとり、1.2 mLの移動相を添加して100 µg/mLに調製。

分離条件 製品番号
装置 Thermo Scientific HPLCシステム
カラム Accucore Phenyl-X 2.6 µm、 100x2.1 mm 27926-102130

カラム温度 40℃
流速 0.4 mL/min

検出 220 nm（UV）
移動相 アセトニトリル /メタノール /水（15:40:45, v/v/v）
注入量 1 µL
洗浄溶媒 移動相

結果
Figure 1は、Accucore Phenyl-XとC18による4つのestrogenのクロマトグラムです。これらの分析は、同じ条
件下で測定しました。Accucore Phenyl-X HPLCカラムは、4つの化合物に対して高い分離能とestroneと
ethynylestradiolに対するユニークな選択性を示しました。C18カラムはestroneとethynylestradiolの分離が
Phenyl-Xとは逆になりました。
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Accucore Phenyl-X

1. Estriol (E3)

2. Estradiol (E2)

3. Estrone (E1)

4. Ethynylestradiol 
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Figure 1：estrogen類の分離
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まとめ
Accucore Phenyl-X HPLCカラムで、4つのestrogenの分離を短い分析時間で行いました。本アプリケー
ションで、次のことを示すことができました。
・Accucore C18 HPLCカラムと比較して、芳香環をもつ化合物の良好な保持および分離
・芳香環を持つ化合物に対する高い選択性
・C18固定相と比較して、芳香環を持つ化合物に対して優れた補完的な選択性
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